
東海地区 研究協議会 実践活動協議会 参加報告書 

副会長 氏名 二村 美里 

 

開催日時：令和５年８月２３日（水）      １０：００〜１５：３０   

開催主管：愛知教育大学附属岡崎中学校 

開催事業：東海地区研究協議会、実践協議会、校園長会、副校園長会、ＰＴＡ会長会 

参加者：連盟：鎌田理事長 

    Ｐ連：桑名会長、宮本副会長、森川副会長、山口専務理事、世古委員長、後藤委員長、二村 

 

【全体会】                     １０：００〜１２：００     岡崎市民会館 

 [開会行事] 

[記念講演] 

⚫演 題：成長に合わせて性を伝える   ⚫講 師：助産師(ナーベルプラ座所属)  針ヶ谷 美智子 氏 

 

【校園長会、副校園長会、ＰＴＡ会長会】      １２：１０〜１３：２０ 

 

【部会】            １３：３０〜１５：３０   岡崎市民会館、愛知教育大学附属岡崎小学校 

ＰＴＡ部会 [全附Ｐ連 いじめ防止対策事業] 

①講演動画視聴 

⚫演 題：「ＬＧＢＴの子どもたち」 ⚫講 師：レインボープライド愛媛  代表 エディ氏 

②ワークショップ（１５分間）     ③各グループの発表           ④総括 

 

◼所感 

⚫講演会について 
性って恥ずかしい。逆に性⾏動が活発になるのではないか？との意⾒があ
る中で、偏った情報を⼦どもたちが得る前に科学的に性に対しての教育を
⾏うことが⼤切ということを、現在の性教育の現状と共に、「あなたのから
だは全部⼤切なんだよ」など具体的にどう声がけしていったらよいかな
ど、⼦どもへの「性」の伝え⽅を学ぶ機会をいただきました。 
 

⚫ＰＴＡ部会について	

今年度は主管校からご依頼いただき、全附Ｐ連のいじ
め防⽌事業を、校種分けず「幼、⼩、中⾼、特⽀」合
同開催で⾏われました。 

 講師の⾔葉の中で、親⼦関係が⼀番難しく「⾃分は⼤
切な存在」と⾃⼰肯定感を教えてあげられる⼀番の存
在は親です。先ず親が性の多様性を知り「みんな違っ
ていいんだ！」と理解して欲しい、⼦どもの「⾃分ら
しさ」を⼤切にして欲しい。という⾔葉が印象に残っています。   
様々な考え⽅がある中で、この課題に向き合うことは、難しいことだと思いますが、同性愛や性別違和のこと
をタブーとはせず向き合っていただき、ご参加いただいたみなさんがゆっくりと考えはじめる機会になればと
思います。 

 


